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10月31日現在（）内は前回比、男23,985 (+16）女26,686 (+18）計50,671 (+34）世帯18,546 (+26) 

人口と世帯 

シンボルマーク 

収
穫
さ
れ
た
地
場
産
品
、郷
土
工
芸
な
どを
楽
し
む
「
第
十
八
回
ごし
ょ
が
わ
ら

産
業
ま
つ
り
」
が
十
月
二
十
七日
と
二
十
八
日
、市
民
体
育
館
で開
催
さ
れ
、大
勢

の
市
民
で
賑
わ
い
ま
した
。
 

会
場
で
は
地
元
の
新
鮮
な
野菜
、
く
だ
も
の
を
安
く
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
や物
産

展
に
お
客
さ
ん
が
集
ま
り
、豚
汁
の
無
料サ
ー
ビ
ス
や
演
芸大
会
が
行
わ
れ
る
な
ど

多
彩
な
催
し
物
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
同
時
に
「第
八
回
ごし
ょ
が
わ
ら
菊
ま

つ
り
」
も
開
か
れ
大
輪
菊
や
盆
栽
菊
な
どが
展
示
即
売さ
れ
る
な
ど
、訪
れ
た
市
民

に
と
っ
て
楽
し
い
連
休
と
な
り
ま
した
。
 

新
鮮
野

菜
が
盛
り
だ
＜
さ
ん

H
【
 

笥
中
八
回
g
し
ょ
ガ
⑩
⑤
目
島
畠
つ
り
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東
京
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
 

音
楽
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
催
 

日
本
で
も

一
流
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト

か
ら

学
ぶ
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
 

ご
み
集
積
小
屋
製
作
 

付
近
の

住
民

大
喜
び
 

ど
ーつ
も
あ
り
が
と
ーつ
 

“ー 、 、’ ノ ．f ~ ●’ I、 、 ~ r Iv 

十
一
月
四
日
、
オ
ル
テ
、
イ
ンア
で
開
催
さ
れ
た
東
京
ポ
ップ
ス
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
先
立
ち
同
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
音
楽
ク
リ
ニ
ッ

ク
が
三
日
に
行
わ
れ
、
市
内
外
の
七
校
の
中
・
高校
の
生
徒
が
楽
器
の
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
 

最
初
に
課
題
曲
で
あ
る
「ル
パ
ン
三
世
」
を
演
奏
し
た
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、
各

楽
器
の
パ
ー
ト
指
導
に
移
り
ま
し
た
。
講
師
の
一
人
で
あ
る
藤
田
乙
比
古
さ
ん
（
ホ

ル
ン
担
当
）
は
、
「楽
器
を
演
奏
す
る
に
は
姿
勢
が
大
切
。
そ
し
て
一
番
大
事
な
こ

と
は
思
い
や
り
の
心
を思
っ
て
演
奏
す
る
こ
と
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
課
題
曲
を
演
奏
。
子
ど
も
た
ち
は
一
流
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
教
え
を

い
く
ら
か
で
も
理
解
し
た
よ
う
で
、
見
違
え
る
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

総
指
揮
者
の
服
部
克
久
さ
ん
は
、
「私
も
含
め
て
四
十
一
名
の
様
々
な
職
歴
の
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
集
ま
る
わ
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
世
界
で
も
三
本
の
指
に入
り
ま

す
。
こ
の
音
楽
を
聴
い
て
地
域
の
人
が
音
楽
家
を
育
て
る
環
境
を
育
て
て
欲
し
い
も

の
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 
 

の
を
見
て
冬
で
も
壊
れ
な
い
丈夫
な
小

屋
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
製
作
し
ま
し

た
。
 

「総
ヒ
バ
造
り
で
ー
カ
月
か
か
り
ま
し

た
よ
。
強
風
で
も
動
か
な
い
よ
う
に
風

通
し
を
よ
く
す
る
た
め
格
子
方
式
を採

用
し
ま
し
た
」
と
話
す
小
関
さ
ん
は
、
 

他
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
一
人
暮
ら
し

老
人
の
オ
イ
ル
タ
ン
ク
の
屋
根
を作
っ

た
り
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
 

「独
学
で
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
こ
れ
か

ら
も
勉
強
が
て
ら
、
い
ろ
ん
な
物
を
作

り
た
い
」
と
意
欲
満
々
の
小
関
さ
ん
。
 

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

ご
ざ
い
ま
し
た

ー
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
栄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
着
物
教

室
一
同
H
ニ
万
円
（バ
ザ
ー
の
益金
）
。
 

o

五
所
川
原
第
一
一中
学
校
P
T
A
n
一

万
八
千
五
百
四
十
円
（
文
化
祭バ
ザ
 

ー
益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
高
等
学校
H
一
万
四
千
五

十
五
円

（
文
化
祭
バザ
ー
益
金
）
。
 

⑨
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

o

北
星
ボ
デ
ー
シ
ョ
ップ

（
木
村
捷則

代
表
）
且
ひ
ょう
た
ん壁
掛
飾
り二
個
。
 

o

天
理
教
青
年
会
西
北支
部
（
小
野
興

道
代
表
）
他
十
三
人H
奉
仕

（
園
地

の
雑
草
取
り
）
。
 

o

大
坂
京
さ
ん
（
ー
ッ谷
一
一
五
ー
一

五
）H
寄
贈
（
食用
菊
五
キ
ロ
グラ
ム
）
。
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

o

五
所
川
原
郵
便
切
手
販
売
協
会
（
一

戸
千
代
三
郎
会
長
）
H
寄
贈

（
年賀

は
が
き
千
枚
）
。同
協
会
は
、
二
十

三
年
連
続
で
寄
付
して
い
ま
す
。
 

県
土
木
事
務
所で
道
路
監
視
員
を
し

て
い
る
小
関
光
雄
さ
ん
（
五
五
）
が
ひ

な
た
児
童
公
園
の片
隅
に
ご
み
集
積
小

屋
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作
り
付
近
の
住

民
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

日
曜
大
工
が
趣
味
の
小
関
さ
ん
は
、
 

ご
み
集
積
所
の
ご
み
箱
が
壊
れ
て
い
た
 

プスオーケストラ音楽クリニック 

分二お前で漁萎:j，窓生徒 

同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
は
、
オ
ル
テ
ン

シ
ア
が
自
主
公
演
し
た
も
の
で
今
年

は
、
全
国
十
カ
所
で
行
わ
れ
ま
す
。
 

寄付する一戸会長（中）と 
今ー雄副会長（左） 
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社
霧
踏

類

西
北五
支
部
 
徴
舗
督

麟
銀
 

事
務
所

立
地

で
基
本
協
定
調
印
 

  

 

五
所
川
原
弓
道
会
 

十
月
二
十
三
日
、青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
ハ
イ
テ
ク
工
業
団
地
漆
川
に
事
務
所

を
移
転
す
る
県
トラ
ッ
ク
協
会
西
北
五

支
部
（
永
津
稔
支
部
長
）
と市
の
立
地

基
本
協
定
調
印式
が
市
役
所
で
行わ
れ

ま
し
た
。
 

管
内
の
貨
物
自
動
車
運
送
業
者
八
十

六
社
の
安
全
教
育
指
導
な
どを
手
掛
け

る
同
支
部
は
、
事
務
所
を
十
一
月
に
着

工
、
来
年
の
一
月
に
完
成
予
定
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
漆
川
工
業
団
地
に
進
出
し
た

企
業
、
団
体
は
今
回
で
二
十
五
社
とな

り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
同
支
部
青
年
部
は
、
十
月
六

日
、
菊
ケ
丘
運
動
公
園
周
辺
の
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
付
近
の
住
民
に
喜

ば
れ
ま
し
た
。
 

同
活
動
は
、
十
月
九
日
の
「
ト
ラ
ッ

ク
の
日
」
に
ち
な
み
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
こ
の
日
も
ご
み
袋
片
手
に

一
時
間半
に
わ
た
り
空
き
缶
な
ど
の
ご

み
拾
い
を
しま
し
た
。
 

清
掃
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
ど
ーつ

も
あ
り
が
とう
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

平
成
十
三
年度
文
部
科
学大
臣
社
会

体
育
優
良
団
体
（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
 

に
選
ば
れ
た
本
市
の
五所
川
原
弓
道
会
 

（鎌
田
嘉
兵
衛
代
表
）
が
市
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。
 

同
会
は
、
昭
和
三
十
一
年
に
設
立
以

来
、
組
織
的
に
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

や
高
等
学
校
の
弓
道
部
へ
指
導
者
を
派

遣
し
弓
道
の
普
及
強化
と
青
少
年
の
健

全
育
成
に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

受
賞
し
た
も
の
で
す
。
 

会
を
代
表
し
て
工
藤
誠
一
会
長
は
、
 

「こ
の
受
賞
を
契
機
に
少
し
で
も
多
く

の
市
民
の
方
が
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

弓
道
愛
好
者
に
な
っ
て
く
れ
る
と
い
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

×
 

 長
寿
褒
彰
金

贈
呈
 

当
市
で
は

六
人

目
 

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

野
村
ト

シ

さ
ん
 

（
明治
三
十
四年
十
一月
一
日
生ま
れ
）
 

イ
 明

治
三
十
四
年
生
ま
れ
、百
歳
を
迎

え
ら
れ
た
雛
田
の
野
村
ト
シ
さ
ん
に
十

一
月
一
日
、
当
市
で
六
人
目
と
な
る
長

寿
褒
彰
金
百
万
円
と
顕
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
 

「健
康
に
留
意
し
て
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
」
と
成
田
市
長
か
ら
激
励
の
言

葉
と
祝
い
金
の
目
録
を
受
け
た
野
村
さ

ん
は
、
「皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま

で
生
き
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
涙
な
が
ら

に
感
謝
の
一
言
。
 

長
生
き
の
秘
訣
は
と
聞
く
と
「
趣
味

の
俳
句
を
た
し
な
み
な
が
ら
、
み
ん
な

と
仲
良
く
す
る
こ
と
で
す
」
と
は
き
は
 

き
答
え
て
い
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
健

や
か
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
。
 

立
侵
武
多
や
虫
送
り
を
 

全
国
に
P
R
 

市
か
ら
朝
日
放
送
に

対
し
て
感
謝
状
贈
呈
 

十
一
月
三
日
、
藤
吉
郎
に
お
い
て
市

か
ら
朝
日
放
送
（
本
社大
阪
）
に対
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
社
が
立
侵武
多
や
虫
送

り
を
全
国
放
送
の
テ
レ
ビ
ドラ
マ
な
ど

に
取
り
入
れ
て
本
市
を
P
R
し
立
侵
武

多
が
持
つ
魅
力
を最
大
限
に
生
か
し
た

番
組
を
制
作
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。
成
田
市
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取

っ
た
、
桑
原
弘
之
編
成
制
作
局
長
は
、
 

「こ
ち
ら
に
来
て
ま
た
ま
た
青
森
、
五

所
川
原
の
良
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ

ん
ど
作
る
ド
ラ
マ
も
五
所
川
原
を
ロ
ケ

地
に
し
ま
す
」
と
次
回
作
品
に
新
た
な

る
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。
 

青
年
部

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
躍
 

×
 

、
、
一
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ー
こ

れ

か
ら
も

市

の
た

め
ご

活

躍
を

ー
 

永
年
に
わ
た
り
五
所
川
原
市
農
業
委

員
と
し
て
、農
業
委
員
の
資
質
の
向
上
、
 

農
業
経
営
の
近
代
化
に
尽
力
さ
れ
、
平

成
四
年
に
は
五
所
川
原
市
農
業
委
員
会

会
長
に
就
任
、
五
所
川
原
型
農
業
確
立

に
奔
走
さ
れ
た
ほ
か
、
先
進
的
農
業
経

営
体
構
築
育成
等
地
域
の
農
業振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
今
 
ミ
ツ
さ
ん
 

十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
に
藤
吉
郎

に
お
い
て
平
成
十
三
年
度
市
褒
賞
・
文

化
褒
賞
並
び
に
内
助
功
労
章
表
彰
式
が

成
田
市
長
、表
彰
推
薦
委
員
、来
賓
な

ど
百
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
市
褒
賞

四
名
、
文
化
褒
賞
四
名
、
内
助
功
労
章

七
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
同
賞
は
、
 

市
政
の
進
展
に著
し
い
功
績
を
残
さ
れ

た
方
々
、
公
共
の
福
祉
増
進
に
顕
著
な

功
績
が
あ
っ
た
方
々
、
教
育
・
文
化
・
 

昭
和
二
十
二
年
、
五
所
川
原
町
消
防

団
に
入
団
、
以
来
そ
の
任
務
を
深
く
自

覚
し
、
地
域
民
生
安
定
の
た
め
率
先
し

て
防
火
活
動
に
奔
走
す
る
と
と
も
に
、
 

五
所
川
原
市
消
防
団
副
団
長
を
務
め
、
 

団
員
の
指
導
育
成や
消
防
技
術
向
上
に

尽
力
さ
れ
る
な
ど
、市
民
の
生
命
と財

産
を
守
る
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
福
士
 
京
子さ
ん
 

農
業
の

振
興
と

適
正
な
 

選
挙
の
啓

発
に
尽
力
 

伊

藤

角
右
衛
門

氏
（
7
7歳
）
 

太
刀
打
 

永
年
に
わ
た
り
旅
客
自
動
車
業
の
振

興
に
献
身
的
に
取
り
組
み
、安
全
輸
送
、
 

交
通
事
故
防
止
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
向
ト

に
努
め
、
豊
富
な
識
見
と的
確
な
指
導

で
業
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
監事
、
五
所
川

原
市
野
球
協会
会
長
と
し
て
、
市
民
生

活
の
向
上
に貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
尾
崎
 
一枝
さ
ん
 

永
年
に
わ
た
り
小
田
川
土
地
改
良
区

副
理
事
長
を務
め
、
農
業
経
営
の
近
代

化
と
食
糧
供
給
基
地
確
立
に積
極
的
に

取
り
組
み
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に

尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
五
所
川
原
市
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
長
職
務
代理
者
と
し

て
、
明
る
く
適
正
な
選
挙
の
啓
発
や
管

理
執
行
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
伊藤
 
サ
キ
さ
ん
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市
消
防
団
の
団

員
育
成
や
 

消
防

技
術
向

上
に
尽
力
 

福
士
長

三
郎
氏
（
7
3歳
）
 

下
平
井
町
 
 

旅
客
自
動

車
業
の
振
興
と
 

市
民
生

活
の
向
上
に

貢
献
 

尾
崎
 
敏
勝
氏
（
7
5歳
）
 

新
町
 

農
業
振
興

発
展
に
貢
献
 

今
 
致
氏
（
8
0歳
）
 

高
野
 



本
年
の
秋
の
褒
章
・
叙
勲
受
賞
者
が発
表
さ
れ
当
市
か
ら
高
橋
武
一
氏
、
封
馬
郁

夫
氏
が
藍
綬
褒
章
を
、
佐
々
木
原
博
氏
が
勲
四
等
瑞
宝
章
、
気
田
勝
治
氏
が
勲
五
等

瑞
宝
章
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章
し
ま
し
た
。
 

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
に
優
れ
た
功
績

を
残
さ
れ
た
方
々
、
徳
行
が
優
れ
広
く

市
民
の
模
範
と
な
る
方
々
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。
 

式
で
は
、
成
田
市
長
か
ら
受
賞
者
一

人
ひ
と
り
に
褒
状
、
褒
章
が
贈
ら
れ
 

「市
勢
進
展
、
文
化
振
興
に
今
ま
で
以

上
に
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を

述
べ
功
績
を
称
え
ま
し
た
。
 

今
回
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。
 

藍
綬
褒
章
 

高
橋
 
武
一

氏
（鯵

藻
川
字
千
年
3
5
6
 

勲
四
等

瑞
宝
章
 

佐
々
木
原
博

氏
（7
6)
 

ー
ッ
谷
5
2
2
14
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版
画
を
通
じ

て
地
域
文

化
の

振
興

発
展
に

貢
献
 

高
橋
 
恭

子

氏
 

（
平成
十
三
年
八
月
二
十
日
逝
去
享
年
7
1歳
）
 

教
職
に
あ
っ
て
永
年
に
わ
た
り
児
童

に
版
画
制
作
の
指
導
を
行
い
、
幾
多
の

児
童
作
品
が
各
種
ヲ
ノ
ク
ー
ル
に
入
賞

す
る
な
ど
、
そ
の
指
導
力
の
確
か
さ
を

示
し
た
ほ
か
、
各
種
版
画
教
室
講
師
と

し
て
指
導
し
、
さ
ら
に
は
自
ら
制
作
に

励
み
各
種
の
展
覧
会
に
入
賞
す
る
な

ど
、
版
画
を
通
じ
て
地
域
文
化
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
た
。
 

剣
道
を

通
し

て
社
会
体
育
の
 

普
及
、

ス
ポ

ー
ツ
振
興
に

貢
献
 

片
岡
 

敬
章

氏
（7
3歳
）
 

中
平
井
町
 

書
道
を
通
じ

て
地
域
文

化
の

振
興

発
展
に

貢
献
 

片
岡
 
幹
夫
氏
（
7
6歳
）
 

松
野
木
 

教
職
に
あ
っ
て
書
道
に
親
し
み
、
永

年
に
わ
た
り
五
庚
会
代
表
と
し
て
優
れ

た
指
導
力
を
発
揮
し
、
多
く
の
優
秀
な

門
下
生
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
日
本

美
術
展
覧
会
、
毎
日
書
道
展
、
読
売
書

法
展
な
ど
に
出
品
し
、
数
多
く
の
賞
を

受
け
る
な
ど
、
書
道
を
通
じ
て
地
域
文

化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
片
岡
 
ヒ
デ
さ
ん
 

永
年
に
わ
た
り
高
校
教
育
の
振
興
に

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
五
所
川
原
市
立

三
道
会
館
運
営
委
員
、
五
所
川
原
剣
道

協
会
会
長
及
び
五
所
川
原
市
ス
ポ
ー
ツ

振
興
審
議
会
会
長
を
務
め
、
児
童
生
徒

の
健
全
育
成
、
剣
道
の
競
技
力
向
上
、
 

社
会
体
育
普
及
発
展
に
身
を
挺
し
、
市

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に貢
献
さ
れ
た
。
 

内
助
功
労
章
 
片
岡
 
智
子
さ
ん
 
 

川
柳
を

通
し

て
地

域
文

化
の

振
興

発
展
に

貢
献
 

菊
池
富

美
雄

氏
（7
0歳
）
 

み
ど

り
町

二
丁
目
 

永
年
に
わ
た
り
川
柳
に
親
し
み
、
岩

木
吟
社
代
表
、
青
森
県
川
柳
社
常
任
理

事
な
ど
を
歴
任
し
、
会
員
の
指
導
、
 一

般
へ
の
普
及
活
動
に
努
め
て
い
る
ほ
か

優
れ
た
創
作
活
動
に
よ
り
青
森
県
川
柳

社
馬
奮
賞
、
不
浪
人
賞
、
年
度
賞
、
蝶

五
郎
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
川
柳
を
通

じ
て
地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
。
 内

助
功
労
章
 
菊
池
 
厚
子
さ
ん
 

保
護
司
 

藍
綬
褒
章
 

封
馬
 
郁
夫
氏
（
7
2)
 

松
島
町
7
 
2
0
 

調
停
委
員
 
 

元
公
立
高
等
学
校
長
、
教
育
功
労
 

勲
五
等

瑞
宝
章
 

気
田
 

勝
治

氏
（嬰

上
平
井
町
8
5
 

元
社
団
法
人
青
森
県
衛
生
協
会
副
会
長
、
 

食
品
衛
生
 



遺
児
入
学
祝
金
等
の
 

生
活

福
祉

課
児

童
家
庭

係
 

内
線

5
4
8
 

平
成
1
4年
度
母
子
寡
婦
 

福
祉
資
金
（
修
学
資
金
 

等
）
予
約
貸
付
の
受
付
 

生
活

福
祉
課

児
童
家

庭
係
 

内
線

5
4
8
 

問合せ五所』源地区消防事務組合消防本部丑35-2019-（内線 23) 

平成13年度統一標語 

たしかめて。火を消してから 次のこと 

五所井源消防署館内10月の火災、救急、救助出動件数（単位件｝ 

火災・救急出動概況 

区 分 
火 災 救 急 救 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成13年 7 33 88 978 4 29 
平成12年 3 28 102 937 1 25 
比 	較 4 5 44 41 3 4 

(b
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「
玉
木

孝
治
ビ
ブ

ラ
フ
ォ

ン
・

ソ
ロ
 

た
た
い

て
ご

ら
ん

キ

ソ
・

コ

ソ
・
カ
ソ

」
 

五
所
川
原

お
や

こ
劇
場
 

公
・
F
A
X
(3
4)
2
1
7
0
 

●

1
1月
m
日
田
 
1
8時
3
0分
5
2
0時

オ
ル
テ
、
イン
ア
小
ホ
ー
ル
 

◇
内
容
 
第
1
部
で
ビ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
の

音
色
に
ひ
た
り
、
第
2
部
で
は
、
体

験
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
ま
す
。
 

※
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
入
会
し
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。
（4
歳
か
ら
入
会
で
き
ま

す
。
入
会
金
3
0
0
円
、
月
会
費
1
、
 

0
0
0
円
）
 

◇
後
援
 
市
教
育
委
員
会
 
 

市
で
は
、
遺
児
援
護
対
策
事
業
の
一
 

環
と
し
て
遺
児
入
学
祝
金
等
を
給
付
し
 

ま
す
。
 

該
当
者
は
次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
 

だ
さ
い
。
 

◇
対
象
児
童
 
義
務
教
育
終
了
前
の
母
 

子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
父
母
の
い
な
 

い
家
庭
の
児
童
。
市
内
に
住
所
を
有
 

し
て
い
る
こ
と
。
 

◇
給
付
金
等
の
種
類
 

①
入
学
祝
金
 

平
成
1
4年
度
小
中
学
校
入
学
者
 

②
卒
業
祝
金
 

平
成
1
3年
度
中
学
校
卒
業
者
 

③
弔
慰
金
 

平
成
1
3年
度
中
に
父
又
は
母
が
死
亡
 

し
た
遺
児
の
属
す
る
世
帯
 

④
激
励
金
品
 

対
象
児
童
全
員
 

◇
申
請
書
類
 

①
遺
児
入
学
祝
金
等
受
給
申
請
書
 

②
ロ
座
振
込
申
請
書
 

※
申
請
書
類
は
、
福
祉
事
務
所
又
は
各
 

小
中
学
校
に
あ
り
ま
す
。
 

◇
申
請
書
類
提
出
先
 

福
祉
事
務
所
又
は
各
小
中
学
校
 

◇
提
出
期
限
 
1
2月
1
4日
岡
 

※
学
校
に
よ
っ
て
は
提
出
期
限
に
ち
が

い
が
あ
る
の
で
、
担
当
者
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
給
付
決
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
1
4年
 

2
月
頃
、
対
象
者
に
通
知
い
た
し
ま

す
。
 

◇
対
象
者
 
経
済
的
に
困
難
な
事
情
に
 

あ
り
、
平
成
1
4年
4
月
に
高
等
学
校
 

等
に
進
学
又
は
修
業
施
設
に
入
所
を
 

希
望
す
る
者
を
現
に
扶
養
し
て
い
る
 

配
偶
者
の
な
い
女
子
 

◇
貸
付
の
対
象
と
な
る
資
金
 

①
修
学
資
金
 

②
修
業
資
金
 

③
就
学
支
度
金
 

◇
貸
付
に
関
す
る
提
出
書
類
 

①
申
請
書
 

②
保
証
人
の
保
証
書
 

③
貸
付
申
請
者
の
戸
籍
謄
本
 

④
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
あ
っ
て
、
現
 

に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
こ
と
を
証
 

す
る
書
類
 

⑤
家
計
費
申
告
書
 

⑥
進
学
証
明
書
（在
学
し
て
い
る
学
校
 

か
ら
の
証
明
書
）
 

⑦
経
費
申
告
書
 

※
提
出
書
類
は
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま

す
。
 

◇
提
出
期
限
 

1
1月
1
9日
の
5
1
2月
1
4日
岡
 

※
期
限
後
も
貸
付
申
請
の
受
付
は
、
随

時
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

◇
貸
付
の
仮
決
定
 
平
成
1
4年
2
月
末

日
ま
で
に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。
 

◇
貸
付
の
本
決
定
と
資
金
交
付
 

①
修
学
資
金
・
修
業
資
金
 

仮
決
定
さ
れ
た
者
の
児
童
が
高
等
学

校
等
に
入
学
ま
た
は
修
業
施
設
に
入
所

し
、
在
学
証
明
書
の
提
出
が
な
さ
れ
た

も
の
に
対
し
て
4
月
に
本
決
定
を
し
、
 

5
月
末
日
ま
で
に
資
金
を
交
付
す
る
。
 

②
就
学
支
度
資
金
 

仮
決
定
さ
れ
た
者
の
児
童
が
高
等
学

校
等
に
合
格
し
、
又
は
修
業
施
設
に
入

所
し
、
合
格
通
知
書
の
提
出
が
な
さ
れ

た
も
の
に
対
し
て
3
月
中
に
本
決
定
し
、
 

4
月
末
日
ま
で
に
資
金
を
交
付
す
る
。
 

技
術
講
演
会
の
ご
案
内
 

青
森
職
業
能

力
開
発

短
期
 

大
学

校
内
講

演
会
準
備
室
 

公
（3
7)
3
2
0
1
 

●

1
1月
2
2日
困
 
1
4時
5
 

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

◇
演
題
 
「
I
T
革
命
の
行
方
と
最
新
 

の
中
国
事
情
」
 

◇
講
師
 
山
中
 
泉
氏
 

※
入
場
無
料
 

家
族
で
映
画
を
 

楽
し
む
会

ー
1
1月
 

中
央
公
民
館
公
（
3
5)
6
0
5
6
 

坂
本
竜
馬
っ
て
知
っ
て
る
か
い
？
弱

虫
で
泣
き
虫
の
竜
馬
だ
が
、
い
つ
も
他

人
を
思
い
や
る
心
を
持
っ
て
い
た
。
明

治
維
新
の
時
に
日
本
中
を
か
け
ま
わ
っ

て
大
活
躍
し
、
江
戸
時
代
か
ら
近
代
日

本
へ
の
橋
渡
し
を
し
た
日
本
の
歴
史
上

も
っ
と
も
人
気
の
あ
る
男
の
1
6ミ
リ
ア

ニ
メ
映
画
と
、
恒
例
の
『
日
本
昔
ば
な

し
』
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
m
日
田
 

1
0時

5
1
1時
釦
分
 

◇
題
名
 
『
お
5
い
竜
馬
・
母
の
優
し

さ
を
胸
に
』
、
『日
本
昔
ば
な
し
』
よ

り
「
一
寸
法
師
」
、
「火
男
」
、
「カ
チ

カ
チ
山
」
、
「大
沼
池
の
黒
竜
」
ほ
か

◇
会
費
 
無
料
 

【
 

【
 



第
7
回
い
じ
め

・
 

問
題
行
動
を
考
え
る
会
 

一
事
務局
 
市
立
栄
小
学
校
 

一
 

公

（
3
4)
2
9
3
8
 

平
成
1
4年
度
訓
練
生募
集
 

青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校
 

公
0
1
7
2
(3
6)
6
8
8
2
 

青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校
で

は
、
平
成
1
4年
度
の
訓
練
生
募
集
を
左

記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
 

◇
募
集
科
名
 

・

電
子
機
器
科
・
製
版
科
・
事
務
科

※
各
科
、
定
員
1
0名
、
入
校
月
日
は
平

成
1
4年
4
月
で
す
。
 

◇
募
集
期
間
 

1
2月
3
日
の
5
1
4年
1
月
3
1日
困

◇
入
校
選
考
日
 
1
4年
2
月
1
5日
国

◇
選
考
方
法
 
筆
記
試
験
（
数
学・
国

語
）
、面
接
 

◇
選
考
場
所
 
青
森
県
立
障
害
者
職
業

訓
練
校
 

◇
添
付
書
類
 
入
校
案
内
2
部
 

※
入
校
願
書
は
公
共
職
業
安
定
所
に
用

意
し
て
い
ま
す
。
 

平
成
1
4年
度
「
看
護
学
生
」
 

募
集
（2
年
課
程
夜
間定
時
制
）
 

市
立
高
等
看
護
学
院
 

公

（
3
4)
2
7
1
5
 

◇
募
集
人
員
  
如
名
 

◇
終
業
年
限
  
3
年
 

◇
受
験
資
格
  
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
 

す
る
者
 

①
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
で
准
看
護
婦
 

（士
）の
免
許
取
得
後
3
年
以
上
業
務
 

に
従
事
し
て
い
る
者
 

②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
卒
 

業
見
込
み
の
者
で
、
准
看
護
婦
（士
）
 

の
資
格
を
有
す
る
者
 

⑧
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
卒
 

業
見
込
み
の
者
で
、
平
成
1
4年
3
月
 

准
看
護
婦
養
成
所
を卒
業
見
込
み
の
 

者
 

④
平
成
1
4年
3
月
高
等
学
校
衛
生
看
護
 

科
を
卒
業
見
込
み
の
者
 

⑥
入
学
試
験
 

◇
試
験
日
 
1
4年
1
月
3
1日
困
 

◇
試
験
科
目
 
看
護
学
・
英
語
・
小論
 

文
お
よ
び
面
接
 

◇
願
書
受
付
期
間
 

1
2月
1
0日
の
5
1
7日
の
 

（
当
日
消
印有
効
）
 

●

1
2月
1
日
田
 
1
3時
5
 

五
所
川
原
市
立
栄
小
学
校
 

◇
テ
ー
マ
 

『い
じ
め
・
問題
行
動
を
防止
す
る
 

た
め
の
親
と
教
師
・
地
域
の連
携
』
 

人
ス
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
ー
 

◇
対
象
 

市
内
小

・
中
学
校
保
護
者
、教
職
員
 

◇
講
話
 

『P
T
A
（
親
と教
師
）
に
何
が
で
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き
る
の
か
』
 

・

講
師
 
元
八
戸
市
立
第
一中
学
校
 

P
T
A
副
会
長
 
淡
路
典
子
氏

◇
文
科
会
 

第
一
分
科
会
「
親
と
教
師
の
連
携
を
 

深
め
る
に
は
」
 

第
二
分
科
会
「
親
と
子
の
よ
い
関
係
 

を
つ
く
る
に
は
」
 

第
三
分
科
会
「
い
じ
め
や
問
題
行
動
 

を
防
ぐ
に
は
」
 

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
 

の
お
知
ら
せ
 

住
宅
金
融

公
庫
東
北
支

店
 

容
0
2
2
(
2
27
)5
0
0
3
 

住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
ご

返
済
中
で
、
最
近
の
不
況
に
伴
う
失
業

や
収
入
の
減
少
な
ど
で
返
済
に
お
困
り

の
方
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
返
済

方
法
の
変
更
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

①
返
済
期
間
の
延
長
（
最
長
1
0年
）
 

②
元
金
据
置
期
間
の
設
定
（
最長
3
年
）
 

③
元
金
据
置期
間
中
の
金
利
引
下
げ

お
取
扱
期
間
は
、
平
成
1
4年
3
月
末

ま
で
で
す
。
 

ま
た
、
こ
の
他
の
返
済
方
法変
更
プ

ラ
ン

（
ボー
ナ
ス
併
用
返
済
の
取
り
止

め
、
 一
部
繰
上
返
済
に
よ
る
毎
月
返
済

額
の
減
額等
）
も
ご用
意
し
て
お
り
ま
す
。
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、住
宅
金
融
公
庫

東
北
支
店
又
は
、
現
在
ご
返
済
中
の
金

融
機
関
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
ま
で
。
 

国
民
年
金
基
金
に
 

加
入
し
ま
せ
ん
か
 

一
 青
森
県

国
民
年
金

基
金
 

公
0
1
7
(
7
7
7)
17
0
0
 

国
民
年
金
基
金
は
、
豊
か
な
老
後
生

活
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
民
年
金
の

上
積
み
年
金
と
して
給
付
す
る
公
的
な

年
金
で
す
。
 

◆
加
入
で
き
る
方
 

自
営
業
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
1
号

被
保
険
者
（農
業
者
年
金
加
入
者
、
保

険
料
の
未
納
・
免
除
者
を除
く
）
。
 

掛
け
金
は
加
入
時
の
年
齢
で
決
ま

り
、
個
人
年
金
と
比
べ
て
割
安
に
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、
自
分
の
状
況
に
あ

っ
た
年
金
設
計
が可
能
で
、
何
ロ
か
ら

で
も
始
め
ら
れ
、
増
減
は
自
由
で
す
。
 

さ
ら
に
、
掛
け
金
は
、
全
額
、
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
青
森
県
国
民
年
金
基
金

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

第
7
回
市
民
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

内
線
5
6
1
 

誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
ご
家

族
・
職
場
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

1
2月
8
日
田
 
受
付
8
時
3
0分

開
会
式
9
時
 
市
民
体
育
館

◇
競
技
種
目
 

①
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
 

②
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲー
ム
 

③
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
 

④
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
 

※
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
軽
ス
ポ
ー
ツ
も

行
い
ま
す
。
 

◇
申
込
方
法
 
当
日
参加
の
受
け付
け
も

し
ま
す
が
、
参
加
状
況
によ
っ
て
は
受

け
付
け
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
申
し込
み
く
だ
さ
い
。
 

※
各
種
目
第
1
位
か
ら
第
3
位
ま
で
に

賞
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
参
加
者

全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポー
ト
セ
ソ
タ
ー
 

研
修
会
の
お
知
ら
せ

働
く
婦
人
の
家
容
（
3
4)
8
9
5
3
 

●

1
1月
2
7日
因
 
9
時
3
0分
5
1
3時

働
く
婦
人
の
家
 
調
理
室
 

◇
内
容
 
5
子
ど
も
の
食
を
考
え
る
5
 

講
話
 
栄
養
士
 
野
呂
保
子
さ
ん
 

「愛
情
た
っ
ぷ
り
手
作
り
お
や
つ
」
 

（
調理
実
習
）
食
生活
改
善
推
進
員
会

◇
持
参
す
る
も
の
 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
筆
記
用
具
 

◇
材
料
費
の
み
参
加
者
負
担
 

◇
申
込
締
切
1
1月
2
1日困

（
託
児
あ
り）
 

※
提
供
会
員
は
子
育
て
を
助
け
よ
う
と
、
 

使
命
感
い
っ
ぱ
い
で
す
。
子
ど
も
さ
ん
を

預
か
る
環
境
を
整え
て
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
な
に
か
お
困
り
の
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 



平
成
1
4年
度
（4
月
入
所
）
 

保
育
所
入
所
申
込
受
付
 

生
活

福
祉
課
児
童
家

庭
係
 

内
線

5
4
6
 

期
期
期
 

4
5
5
 

第
第
第
 

税
税
料

産
験
険
 

資
康
保

定
購
護

固
国
介
 の納期限です。 

忘れずに納めましょう。 

収 納 課 内線431---435 
介護保険課 内線273 

保
留
地
の
売
却
は
公
開
抽
選
によ
り
行
い
ま
す
。
 

◇
土
地
の
概
要
 

現
況
は
宅
地
で
す
。
 

◇
抽
選
参
加
に
必
要
な
書
類
 

抽
選
参
加
申
込
書
（
市
で
用
意
し
て
い
ま
す
）
 

認
め
印
 

住
民
票
抄
本
 

身
分
証
明
書
（
本
籍
地
よ
り発
行
）
 

◇
募
集
期
間
 

1
1月
1
6日
岡
5
3
0日
国
 

戸
 

物件
番号 

面積 単 価 売却価格 
用途 
区分 

道路 
幅員 

1
  

303m' 40,000円ノ血 12,120,000 H 
第一種
低 層 

1 2m 

。
乙
  

286rr 40,000円ノが 11,440,000円 
第一種

低 層 
1 2m 

nく
v
  

302m2 40,000円ノ市 12,080,000 H 
第一種
低 層 

1 2m 

4→
 
 

31 3n 40,000円ノ市 12,520,000 H 
第一種
低 層 

1 2m 

に
J
  

280n 34,000円ノ蚕 9,520,000円 
一
 

 第
低
 
種

層
  

6m 

6
  

295m 31,000円ノ血 9,145,000円 
第一種
低 層 6m 

［

ー
  

244n 33,000円ノ市 8,052,000円 
第一種
低 層 6m 

又
）
 
 

243rn 33,000円ノ蚕 8,019,000円 
一
 

 第
低
 
種

層
  

6m 

a
J
 
 

354nT 40,000円ノ面 14,160,000 H 
第一種
低 層 

1 2nlと 
6m 

10 244n 33,000円ノ市 8,052,000円 
第一種
低 層 6m 

申し込み及び問い合わせ先 

都市計画課 区画整理室 内線325・327 

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
）
 

◇
抽
選
の
日
時
及
び
場
所
 

1
2月
7
日
国
 
1
4時
 

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
第
2
教
室
 

◇
契
約
の
締
結
日
等
 

決
定
の
日
の
翌
日
か
ら
1
0日
以
内
と
し
ま
す
。
 

契
約
保
証
金
は
1
0
0
分
の
5
以
上
と
し
ま
す
。
 

売
買
代
金
は
印
日
以
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
 

す
。
 

市営住宅
千鳥団地 一‘一“言「ロ口「フ） 

物I午位直I図（道路は計画中を含む） 

ロI」山ロ 

ロ 
ロ 
ロ 
ロ 日 

神明宮 

工ルム大橋 エルムの街 

◇
受
付
期
間
 

1
1月
1
9日
卿
s
1
2月
2
1日
岡
 

※
右
記
期
間
以
外
で
も
随
時
受
け
付
け

い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、
保
育
所
の

定
員
に
余
裕
が
な
い
場
合
（期
間
内

の
受
け
付
け
で
あ
っ
て
も
）
、入
所

で
き
な
い
こ
とが
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
 

◇
受
付
場
所
 

福
祉
事
務
所
及
び
各保
育
園
（所
）
 

※
申
込
書
は
福
祉
事
務
所
及
び各
保
育

園
（
所
）
に備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
保
育
園
（
所
）
によ
っ
て
は
、
 

障
害
児
（
軽度
・
中
度
）
も
入所
で
き

ま
す
。
な
お
、
各
保
育
園
（所
）情
報

も
福
祉
事
務
所
に
備
え
付
けて
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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高齢者健康調査の協力のお願い 
はつらつ女性課 内線245 

第53回人権週問（12月4日～10日 

『育てよう 一人一 

露誠_IIL.- 	 る心 

ぐ
n
」』
一
 

ン
ン
、
い
力
 

、
、ノ
 

働＜婦人の家生活講座受講生募集 
合 (35) 8898 

＠年賀状（はがき絵）作り教室 

● 12月5日（水） 

◇講師 角田早津子氏 

◇持ち物 年賀はがき（練習用のハガキはこちらで用意） 

絵の具一式、画材（自分で描きたいもの） 

※手作りの年賀状で親しい方へ新年のご挨拶を…。 
＠正月料理教室 

● 12月13日（木） 9 時～12時 

◇講師 三森敬子さん 

◇費用 実費のみ（当日） 

◇持ち物 エプロン、三角巾 

※味付けや、盛りつけなどを工夫しお正月風に・・・。 

⑥クリスマスケーキ作り教室 

● 12月20日（木） 9時～12時 

◇講師 米谷 美智子さん 

◇費用 実費のみ（当日） 

◇持ち物 エプロン、三角巾 

※みんなで楽しく作りましょう。 
＠正月花教室 

● 12月27日（木） 13時30分～15時30分 

◇講師 鈴木 はつ魚さん 

◇費用 花料のみ（当日） 

◇持ち物 花切りバサミ 
※お正月にふさわしい花材で基本から丁寧に指導します。 

自衛隊生徒募集 
自衛隊青森地方連絡部五所川原募集事務所公(35)2305 

自衛隊では、平成13年度自衛隊生徒を募集してい 

ます。修業年限 4年（生徒教育 3 年終了時に高等学 

校の卒業資格を取得）、卒業時 3 等陸・海・空曹に昇 

任します。 
給与・手当を支給されながら教育を受けられる魅 

力的な制度です。 

◇応募資格 日本国籍を有し、平成14年4月1日現 

在、 15歳以上17歳未満（昭和60年4月2日から昭和 
62年4月1日までの間に生まれた者）の男子で中学校 

卒業者（平成14年3月卒業見込みを含む） 
◇受付期限 14年1月4日（金） （締切日必着） 

◇―次試験 14年1月6日（日） 中央公民館 

◇卒業資格 
陸上 神奈川県立湘南高等学校 
海上 広島県立西高等学校 

航空 私立科学技術学園高等学校（埼玉県） 

この調査は、市内にお住まいの65才、70才、75才、 

80才の方を対象に、一人ひとりの心身の健康状態や
日常生活の状況など健康生活について詳細に調査

し、市の高齢者健康づくりの計画に組み入れ、介護

予防の推進を図っていくものです。また、ご回答い

ただいた方には、調査データをコンピュータで分析

し結果を送付いたします。健やかな生活をいつまで

も送り続けるためにぜひご活用ください。 

調査票は、各町内会の保健協力員が、対象者とな
る方へ11月下旬にお届けし、回収する予定ですので

ご協力をお願いします。 

青森地方法務局と青森県人権擁護委員連合会では

次の強調事項を掲げ、県民の皆さんに人権尊重思想

の大切さを呼びかけています。 

⑥女性の地位を高めよう 

⑥子どもの人権を守ろう 

⑥高齢者を大切にする心を育てよう 

＠障害のある人の完全参加と平等を実現しよう 

⑥部落差別をなくそう 

⑨アイヌの人々に対する理解を深めよう 

⑥外国人の人権を尊重しよう 

⑥HIV感染者やハンセン病患者等に対する偏見 

をなくそう 

⑨刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう 

「人権週間」にあたり、私たち一人ひとりが人権 

について考え、明るく豊かな社会をつくりましよう。 ． 

なお、毎日の生活の中で、お困りのときは、各相談 

窓口又は、お近くの人権擁護委員にご相談下さい。 

相談は無料で、秘密は厳守します。 

相 談 窓 口 

・常設相談 青森地方法務局五所川原支局 80173-34-2330 

・子ども人権110番 青森地方法務局人権擁護課 8017-774-1020 

・女性の人権ホットライン 青森地方法務局人権擁護課 8017-774-1040 

※月～金（祝祭日を除く）8時30分～17時 

【特設人権相談所開設】 

たとえば次のようなことでお悩みの方 

・家族間によるもの 

・近隣関係によるもの 

・学校、職場内のもの 

このほか、登記・借地・借家に関する問題、交通

事故に伴うものその他についても無料でご相談に応

じます。 

● 12月8日（土） 10時30分～15時 

エルムの街2階ふれあいコーナー 

◇相談担当者 

人権擁護委員 法務局職員 

◇―日人権擁護委員 

ジョディー ドミニク（カナダ） 

ジュリーミッチェル（カナダ） 

※子どもの人権相談も受け付けます。 

五所川原市人権擁護委員 

委 員 名 住 	所 電話番号 

封 馬 郁 夫 松島町7丁目20 35-3 12 1 

原 芳 江 松島町7丁目54 3 5-8 5 90 

坂 本 憲 昭 錦町1-101 34-22 93 

伊 藤 博 原子字山元76-3 2 9-3 0 7 3 

太 田 啓 子 みどり町4丁目18 34-42 74 

鶴 谷 禄 郎 新宮町17-1 3 5-2 440 

浅 見 則 昭 松島町7丁目75 35-812 1 

原 田 信 英 長富字鎧石175 3 6-2 5 53 

橋 本 満里子 一ッ谷505-5 3 5-30 14 

, 
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外
国
の
料
理
教
室
 

五
所
川
原
市
国
際
交
流
市
民
の
会

公
（
3
4)
4
1
5
4

佐
々

木
 

小
型
船
舶
の
登
録
制
度
が
 

は
じ
ま
り
ま
す
 

日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
青
森支
部
 

公
0
1
7
(
7
7
7
)
2
4
91
 

r
 

文
化
講
演
会
 

北
奥
文
化
研
究
会
 

公
（
3
4)
3
0
4
6
佐
藤
 

●

1
1月
m
日
田
 
1
3時
3
0分
 

中
央
公
民
館
（
入
場
無
料
）
 

◇
「
津
軽
平
野
の
歴
史」
 

秋
田
桂
城
短
期
大
学カ
レ
ッ
ジ
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
ー
デ
ィネ
ー
タ
ー
 

河
村
員
一
氏

※
そ
の
他
「落
ノ
沢
溜
池
決
壊
事
件
に

つ
い
て
」
と
題
し
北
奥
文
化
研
究会

会
員
佐
藤
文
孝
氏
の研
究
発
表
があ

り
ま
す
。
 

例
年
外
国
の
方
か
ら
直
接
指
導
い
た

だ
い
て
い
る
料
理
教
室
で
す
。今
年
は
、
 

中
国
の
家
庭
料
理
と
モ
ン
ゴ
ル
の
乳
茶

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
昼
食

を
一
緒
に
味わ
い
、楽
し
み
ま
し
よ
え
 

●

1
2月
2
日
⑧
 

9
時
3
0分
5
1
3時
3
0分
 

中
央
公
民
館
 
調
理
室
 

◇
会
費
 

1
、5
0
0
円
（小
学
生
以
下
は
無
料
）
 

◇
締
切
 
1
1月
2
5日
困
 

※
先
着
如
名
 
 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ダ

ソ
ス

と
ス
ト

レ
ッ

チ
体

操

の
集

い
 

婦
人
ス

ポ
ー
ツ
協
議
会
 

公
（
3
5)
1
2
9
2

山
内
 

ど
な
た
で
も
気
軽
に
で
き
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
と
身
体
を
ほ
ぐ
す

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
の
集
い
を開
催
し
ま

す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
 

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
ダ
ン
ス
だ
け
の
参
加
、
ス
ト

レ
ッ
チ
だ
け
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

●

1
1月
加
日
回
 
1
0時
5
1
2時
 

中
央
公
民
館
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
申
込
 
当
日会
場
に
て
受
付
しま
す
。
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

◇
そ
の
他
 
ズ
ック
、
バ
ス
タ
オ
ル
を
 

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
 

本
年
、
7
月
4
日
に
公
布
、
「小
型

船
舶
の
登
録
等
に
関
す
る
法
律
」
が
制

定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
1
4年
4
 

月
1
日
を
目
標
と
し
て
新
た
に
小
型
船

舶
（
総
ト
ン
数
2
0ト
ン
未
満
の
船
舶
の

う
ち
、
漁
船
な
ど
を
除
く
船
舶
）
の
登
 

嗣
屍
サ
 
ン
 

さ
芸
《
又
永

わ
ら
 

題

字
 
・
斎
 藤
 
清
 
泉
 

〔五
所
川
原
短
襲
こ
 

賜
ひ
し

み
ず
煮

付
水

物
ニ

品
に

は
た

と
友
情

心
に
ぞ

染

む
 

関
 

喜
代
栄
 

静
も

れ

る
病
室

病
廊
を
ひ

と
り
行

く
な

り

朝
あ
け

る
刻
 

安
田
 

頴
導
 

暑
き
日
の
午
睡
の
我
を
網
戸
越
に
の
ぞ
く
が
ご
と
き
猫
の
目
と
合
ふ
 

平
山
 

清

世
 

線
路
辺
の
葦
む
ら
に
見
し
昼
顔
は
お
ど
お
ど
咲
け
り
小
雨
に
濡
れ
て
 

佐

々
木
ト

エ
 

体
調
の
す
ぐ

れ
ぬ
午

後

の
庭
先

に
百
日
紅

咲
き
秋

風
の
た

つ
 

山

形
 
礼

子
 

去
年
の
秋
思
ふ
が
ま
ま
に
切
り
詰
め
し
枝
に
た
わ
わ
に
葡
萄
の
実
る
 

下
山
 

サ
ト
 

子
の
家
に
覚
め
た
る
夏

の
朝
に
し

て
厨
の
物
音
安
ら
ぎ

て
聞
く
 

開
米
 

藤
枝
 

食
と
衣

の
乏
し
き
時
代
の

く
ら
し

を
ば

語
れ
ば

長
き
戦
中
戦
後
 

斉

藤
 

由
雄
 

縄
文
よ
り
よ
み
が
え
り
た
る
祈
る
土
偶
果
「
る
こ
と
な
き
歴
史
響
音
む
を
 

浜

山
 

て
い
 

石
地
蔵
頭
上
に
あ
か
ね
止
ま
ら
せ
て
す
ま
し
て
お
は
す
朝
光
の
な
か
 

野
呂

三
枝
子
 

試
歩
は
つ
る
廊
下
の
窓
に

若
き
日
の
子

の
学
び
舎
が
長

々
と
見
ゆ
 

番

場
 
允
映
 

夏
冷
え

で
再
発
し

た
る
腰
痛
に
夜
半
の

廊
下
を
腹
ば

ひ
て
ゆ
く
 

北

川
要
ニ

郎
 

五所川原市役所 公35-2111 平成13年11月15日 10 

I 

  

 

、
 

×
 録

・
測
度
事
務
を行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
 

従
来
か
ら
の
船
舶
検
査
も
併
せ
て
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い

て
は
青
森
支
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
 

!
v
 

I
 一

 

、きいきシルノ、 
交通安全強調月間 

高齢者交通安全 5 則 11月1日（木）~11月30日（金） 

1．横断は、左右をよ＜見てまっすぐ渡りましよう。 
2．車の直前・直後の横断はやめましよう。 
3．自転車に乗るときは、交差点や曲がり角で必ず安全を確かめましよう0 
4，車を運転するときは、健康状態に注意し安全運転を心がけましよう。 
5 ，外出時は、反射材の着用など明るい服装を心掛けましよう。 

”夜の道 ステキに目立つ 反射材” 

五所川原市交通安全対策協議会 
~~~ 
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平成13年度個別予防接種（三種混合・麻疹・風しん・日本脳炎）実施医療機関ー覧表 

1
 

1
 

医 療 機 関 電 話 
受 付 時 間 

備 	 考 
午 前 午 後 

江渡内科医院 34-3000 8:30- 11:30 1:30-5:45 第1・3土曜日8:30- 15:00、第2・4土曜日8:30-12:00 
駅前クリニック 38-5 100 9:00- 12:00 2:00-5:00 水・土曜日 午後休診 

おとも小児科内科クリニック 39-2151 9:00- 12:00 2:00 -6:00 水・土午後休診、火午後予防接種専門外来（火のみ要予約） 

かねひらクリニック 35-3 167 8:30--- 12:00 1:00-6:00 土午前8:30- 12:00 午後1:00-3:00、日・祝日8:30-12:00 
川崎胃腸科内科医院 34-3330 9:00'- 12:00 2:00-5:00 土曜日 午後休診 

佐藤内科小児科医院 35-4155 8:30-1 1:30 2:00 -4:3 0 木・土曜日 午後休診 

すわ胃腸科内科クリニック 38-1133 8:30'- 12:00 2:00-5:00 土曜日 午後休診（電話予約必要） 

西北中央病院 35-3 111 2:30-3:00 水曜日のみ実施 

瀬川内科クリニック 33-0202 8:30-12:O0 2:00- 5:30 土曜日 午後休診 

対馬内科小児科医院 34-3431 9:00-12:00 2:00'-4:30 土曜日 午後休診 

っしまクリニック 38-3456 9:00-12:00 2:00- 5:30 土曜日 午後休診 

てらだクリニック 33-1200 9:00- 12:00 3:00'--6:00 水・土曜日 午後休診 

冨田胃腸科内科医院 34-32 11 8:30- 12:00 2:00-5:00 木・土曜日 午後休診 

都谷森小児科医院 34-3425 9:00- 12:00 1:30 -5:00 土曜日 午後休診 

永田小児科内科医院 34-5611 9:00- 12:00 2:00- 5:00 木・土曜日 午後休診 

白生会胃腸病院 34-6 111 9:00-1 1:30 1:30 -4:30 土曜日 午後休診 

増田病院 34-2727 9:00-i 1:00 2:00 -4:00 土曜日 午後休診 

三好診療所 36-2510 9:00- 12:00 2:00'-3:00 土曜日 午後休診 

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
 

(
s
~D
s
【
シ
ズ）
対
策
強
化月
間
 

s
I
D
s
と
は
、
そ
れ
ま
で
元
気
だ

っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、
事
故
や
窒
息
で
は

な
く
、
眠
っ
て
い
る
間
に
突
然
死
亡
し

て
し
ま
う
病
気
で
す
。
 

日
本
で
は
、
年
間
5
0
0
56
o
0
 

人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
こ
の
病
気
で
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
ま
れ
て
き

た
赤
ち
ゃ
ん
の
約
2
0
0
0人
に
1
人

の
割
合
で
す
。
生
後
1
カ
月
5
4
カ
月

頃
が
最
も
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
1
 

歳
未
満
の
乳
児
期
の
赤
ち
ゃ
ん
に
お
き

て
い
ま
す
。
 

原
因
は
、
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
次
の
点
を
日
頃
か
ら
心
が
け

る
こ
と
で
、
こ
の
病
気
の
発
生
を
減
ら

せ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
 

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
に
積
極

的
に
実
行
し
ま
し
ょ
う
。
 

<
sI
D
s
の
予
防
の
た
め
に
〉
 

・

赤
ち
ゃ
ん
を
寝
か
せ
る
時
は
、
あ
お

む
け
寝
に
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
 

医
学
上
の
理
由
か
ら
医
師
が
う
つ
ぶ

せ
寝
を
勧
め
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
 

こ
の
よ
う
な
時
は
、
医
師
の
指
導
を

守
り
ま
し
ょ
え
 

・

妊
娠
中
や
赤
ち
ゃ
ん
の
周
囲
で
、
た

ば
こ
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
 
 

う
。
こ
れ
は
、
身
近
な
人
の
理
解
も

大
切
で
す
の
で
、
日
頃
か
ら
協
力
を

求
め
ま
し
よ
つ
。
 

・ 母
乳
が
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
よ
い
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
母
乳

の
出
方
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す

が
、
母
乳
が
出
る
場
合
は
、
で
き
る

だ
け
母
乳
で
育
て
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
つ
。
 

・

な
る
べ
く
赤
ち
ゃ
ん
を
1
人
に
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

食
生
活
指
針
・
そ
の

5
 

5
野
菜
・
果
物
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
 

豆
類
、
魚
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て
5
 

〇
た
っ
ぷ
り
野
菜
と
毎
日
の
果
物
で
、
 

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維

を
と
り
ま
し
よ
つ
。
 

第
2
回
五
所
川
原
市
 

女
性
模
擬
議
会
を
 

開
催
し
ま
す
 

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
政
策
等
の
立
案
及
び

決
定
の
場
へ
の
参
画
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
「
女
性
模
擬
議
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
 

●

1
1月
2
7日
因
 
1
3時
釦
分
 

市
役
所
5
階
 
市
議
会
議
場
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
 
内
線
2
3
9
 

定
期
予
防
接
種
 

麻
疹
（
は
し
か
）
、風
し

ん
、
日

本
脳
炎
、
三
種
混
合
（
百
日
咳
、
 

ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
）
 

個
別
接
種
の
お
知
ら
せ
 

も
っ
一
度
、
母
子
手
帳
を
確
認
ー
受

け
て
い
な
い
予
防
接
種
が
あ
っ
た
ら
早

め
に
受
け
、
子
ど
も
さ
ん
を
感
染
症
か

ら
守
っ
て
あ
げ
ま
し
よ
え
 

◇
接
種
対
象
年
齢
 

・

麻
疹
、風
し
ん
…
生
後
1
25
叩
月
未
満
 

・

三
種
混
合
…
生
後
3
5
叩
月
未
満
 

・

日
本
脳
炎
…
生
後
6
5
舶
月
未
満

◇
実
施
期
間
 
4
月
1
日
5
 

平
成
1
4年
3
月
3
1日
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

①
母
子
健
康
手
帳
 
②
予
診
票

子
ど
も
健
康
手
帳
に
綴
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
予
防
接
種
別
に
色
が
違
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
日

本
脳
炎
予
診
票
の
み
平
成
1
0年
以
前
の

手
帳
に
は
綴
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
医

療
機
関
に
備
え
つ
け
の
予
診
票
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

◇
注
意
事
項
 

①
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
子
ど
も
健

康
手
帳
を
読
み
、
予
防
接
種
に
つ
い

て
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
 

②
接
種
曜
日
及
び
受
付
時
間
が
各
医
療

機
関
に
よ
り
違
い
ま
す
。
 

③
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

て
い
る
方
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。
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次世代に伝える 

減塩ポイント
メニュー⑦ 

五所川原市食生活改善推進員会 

1減塩割りしよっ油で食べる刺身I 

‘轟 
((1 人分 l25kcal 塩分→O.8g・しよう油で食べる場合塩分3.Ogi 
/ 	 -S 

材 料（4人分） 

ひらめ 	 100 g 
ほたて 	 80 g 
まぐろ 	 200 g 
大根（っま） 	 80 g 
大葉 	 4 枚 
わさび 	 4g 
割りしよう油 
「しよう油 	 小さじ2 	~ 

L だし 

冷やした器にっまをよそい、刺身を盛り付ける。 
割りしよう油を合わせて添える。 

**＊ 減塩のポイント ＊** 
①しよう油をちよっとっける→浸し込むより、魚
の先1/3にするか、片面だけの方が魚介の甘味や
香りが味わえます。（魚には0.2%~0.5％の塩分
が含まれています） 

②割りしよう油やポン酢しよう油→塩分が少なく
てもおいしく食べられます。 

③わさびは魚介にっける→辛味が強調され、薄味
でもおいしく食べられます。 

④すだちやレモン→酸味や、薬味を上手に使いま 
しよう。 

（青森県「あおもり味来メ二ュー集」より） 

健康相談 
各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内 容・‘・病気の相談、心の相談、血圧測定など 

保健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの…健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

沖飯詰集会所 
11月20日（火） 

10:30~ 12:00 

コミュニテイセンター長橋 13:00~ 14:30 
小曲農村婦人の家 11月21日（水） 10:00~ 12:00 

俵元農産物加工センター 11月22日（木） 1 1:00---12:00 

コミュニテイセンター三好 11月26日（月） 1 1:00-12:30 

コミュニテイセンター栄 11月28日（水） 

〈乳幼児・小児に関する相麟） 

10:00--12:00 
く成人に関する相談） 

13:00~ 14:00 
田川集会所 11月28日（水） 10:30' 	12:00 

コミュニテイセンター中川 11月29日休） 10:30-- 12:00 

コミュニテイセンター飯詰 11月30日（金） 10:30~ 12:00 
稲実集会所 

12月 3 日（月） 

10:30~ 12:00 

コミュニテイセンター梅沢 10:30----12:00 
共栄集会所 11:00-12:00 

南新集会所 12:30--- 13:30 

すくすく健診 
◆場所・・・働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆受付時間・・・12時30分から12時45分 

※3歳児健診のみは12時15分から12時30分 

◆持参するもの…母子健康手帳、バスタオル 

対象児 期 日 主な内容 

4カ月児 

健診 

平成13年 
7月生まれ 

12月 4 日 

（火） 

小児科診察、身体計測、神経

芽細胞腫検査セット配布、離

乳食試食、育児情報交換等 

1歳6カ月

児健診 

平成12年 
6月生まれ 

12月25印 

（火） 

小児科・歯科診察、歯科保健
指導、身体計測、発達相談等 

3歳児 

健診 

平成10年 
8月生まれ 

12月20日 

（木） 

※対象者に個別通知します。 
小児科・歯科診察、身体計測、尿
検査、視聴覚検査、発達相談等 

※お願い 健診に来られなかった方は、はつらつ女性課まで
ご連絡ください。病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受
けることができます。 

母と子の相談日 
この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場

にもご利用できますので、気軽においでください。 

◆場所・・・働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆持参するもの…母子健康手帳 

開設日 時 	間 内 	容 

12月 5 日（水） 10:00-- 12:00 各月齢での成長、発達、育児、 

12月19日（水） 13:00---- 15:00 遊び栄養（離乳食等）相談など 

※19日の午後は電話予約となっています。 

献血のご案内 
期 日 時 間 場 	所 

12月 7 日（金） 
9:30~ 12:00 五所川原商業高校前 

13:30~ 15:30 五所川原警察署前 

~ 
ミI 嬢~ 医療当番~ 臨 

月 	日 翻 医療機関名 所 在 電話 

11月23日 金
  
（医）済生堂増田病院 

五所川原市
字新町41 34-2727 

11月25日 日
  

かねひらクリニック 
五所川原市
字旭町55-2 35-3167 

※1.対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2その他、消防署（救急病院紹介皿34-4999）で紹介します‘ 
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